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つくばスーパーサイエンスシティ構想の取組状況

令和8年5⽉27⽇
つくば市



令和７年度から住⺠とのつながりを⼀層深化させ、新たなサービスを並⾏的に開発しつつ、実証から実装へ
取組を重点化する「ミドルステージ」へとフェーズアップし、構想の実現に向け取組を更に加速させた。

休⽇・夜間デジタル急患センター

つくばスーパーサイエンスシティ構想の取組状況

令和7年度の取組・成果

特例活⽤・提案の実現の達成

パーソナルフードレコメンドサービス

新たな規制改⾰提案（6件）

・患者本⼈の⾃⼰決定を尊重したPOLST作成と地
域連携システムを利⽤した救急連携
・特別養護⽼⼈ホームの夜間・休⽇オンライン診療における
OTC医薬品・抗原検査キット活⽤の制度明確化提案
・通所介護事業所におけるICTを活⽤した介護職員等による機能
訓練の範囲拡⼤の提案

パーソナルモビリティ速度規制緩和

《設置場所イメージ》 ・⼤規模⼩売店舗⽴地法上のパーソナルモビ
リティ等のポート設置に係る取扱いの明確化。

パーソナルモビリティポートの設置

筑波⼤学キャンパス内に新たなモビリティサービス等の
社会実装に向けた拠点の整備

特例の活⽤

提案の実現

提案の実現

国⽴⼤学法⼈の⼟地等の貸付事業

⾏政

医療・福祉

・公益的法⼈等への⼀般職の地⽅公務員の派遣等
に関する法律の特例措置
・こどもデータ連携事業（虐待・貧困等リスク分
析）におけるデータの取扱いに関する規制緩和
・外国⼈研究者に帯同する家族の就労機会の確保

・道路占⽤許可対象物件としてのパーソナルモ
ビリティポートの位置付けの明確化
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実装



今後の展開

移動・物流 医療・福祉
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つくばスマートモビリティの実現

パーソナルモビリティシェアリング

⾃動運転バス

⾃動運転バス

低速⾃動運転
モビリティ

アドバンス・ケア・プラン
（ACP）のデジタル管理

令和7年度に提案した規制改⾰事項は継続して注⼒しつつ、住⺠やスマートシティ
協議会会員企業との連携を深め、地域課題解決を⽬指す。

パーソナルモビリティ

2025(R7) 2026(R8) 2027(R9)

R8.10
レベル２定常運⾏開始

バス⾞両購⼊
⾛⾏実証

R9.10
レベル4定常運⾏開始

R8.10
筑波⼤学スマートシティ研究機構
（⾃動運転バス産学連携拠点）開所【特例活⽤】

規制改⾰実現

2025(R7) 2026(R8) 2027(R9)

サービス拡⼤

速度規制改⾰
公道実証

R8.10〜
シェアリングサービス本格始動
道路上ポート設置【特例活⽤】

令和8年度取組予定

ACPデジタル化 医師指⽰書の
電⼦書⾯化

新ガイドライン
検討




